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●
令
和
六
年
二
月
役
員
会
報
告

　

二
月
十
七
日
（
土
）
に
役
員
会
全

体
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、令
和
五
年
度
事
業
報
告
案
、

同
決
算
報
告
案
並
び
に
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
同
報

告
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画

案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

六
年
度
留
任
並
び
に
会
長
・
副
会

長
・
会
計
・
会
計
監
査
候
補
者
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

●
総　

会

　

四
月
一
日
（
月
）
の
大
学
入
学
式

当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
お

い
て
、
保
護
者
多
数
の
出
席
を
得
て

後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
前
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
続

い
て
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、
同
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
進

級
し
た
役
員
の
方
の
留
任
及
び
新
入

生
保
護
者
の
新
役
員
候
補
者
の
紹
介

が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
会
長
に
は
石

垣
由
美
子
氏
が
選
任
さ
れ
、
併
せ
て

副
会
長
、
会
計
、
会
計
監
査
の
選
任

が
夫
々
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
で
の
決
定
事
項
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
六
年
六
月
役
員
会
報
告

　

六
月
八
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
、
事
業
計
画
の
一

部
変
更
案
並
び
に
補
正
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
学
生
食
堂
の
助
成
・
後
援

会
報
を
年
一
回
発
行
に
変
更
等
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
荒

木
図
書
館
長
に
よ
る
、「
ハ
ー
ブ
の

あ
る
暮
ら
し
・
楽
し
み
方
」
と
題
す

る
ミ
ニ
講
演
会
が
行
わ
れ
、
盛
会
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

石
垣
由
美
子

き
ま
し
た
。
後
援
会
と
学
生
と
の
新
た

な
関
係
が
築
か
れ
、
こ
れ
を
機
に
よ
り

密
接
に
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
活
動

を
検
討
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
卒
業
生
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
で
挑
戦
を
続
け
る
姿
は
、
在

学
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
を
も
っ
て

ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
良
い
後
援
会
活

動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
後
援
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
、
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
石
垣
由
美
子
と
申
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
後
援
会
で
は
大
き
な

変
化
と
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
約
五
年
ぶ
り
に
学
食
が
再
開

さ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
久
々
に
賑
わ

い
の
あ
る
中
で
食
事
を
楽
し
む
場
が

復
活
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
五

年
ぶ
り
と
な
る
後
援
会
で
の
懇
親
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
教
職
員
の
方
々

と
直
接
交
流
す
る
機
会
が
再
び
設
け

ら
れ
、
温
か
い
雰
囲
気
で
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
初
め
て
大
学
祭

で
学
生
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

　
学
生
さ
ん
達
に
は
、
時
々
話
す
機

会
を
捉
え
、「
東
京
聖
栄
大
学
」
は

「
食
の
総
合
大
学
」
と
し
て
世
界
の

大
学
約
二
万
数
千
校
の
一
つ
と
し
て

け
っ
し
て
廃
れ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
世
界
は
日
本
の
食
生
活
の
在
り
方

を
見
習
っ
て
歩
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う

と
大
風
呂
敷
を
広
げ
て
話
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
現
状
日
本
の
各
大
学
と

も
少
子
化
問
題
を
抱
え
つ
つ
大
学
の

生
き
残
り
を
か
け
奮
闘
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
当
大
学
と
て
決
し
て
蚊

帳
の
外
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
状
況
に
対
し
て
は
「
食
」
は
決
し

て
廃
れ
る
こ
と
な
く
人
類
誕
生
来
、

「
食
」
の
生
活
を
通
じ
て
生
き
続
け

て
来
た
人
類
の
知
恵
の
も
と
、
現
世

界
が
形
成
さ
れ
て
い
る
事
実
を
再
認

識
す
る
と
同
時
に「
食
の
総
合
大
学
」

を
卒
業
す
る
が
故
に
食
の
プ
ロ
と
し

て
食
の
関
連
企
業
へ
の
就
職
の
際
に

は
揺
る
ぎ
な
い
自
信
を
も
っ
て
面
接

に
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
も
語
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
加
え
て
大
学

教
育
の
大
き
な
目
的
で
も
あ
る
「
思

考
性
」
の
増
強
を
も
夫
々
が
図
る
こ

と
で
食
品
企
業
か
ら
の
「
求
む
！
東

京
聖
栄
大
学
卒
業
生
」
と
の
ご
指
名

を
頂
戴
で
き
、
高
い
就
職
率
に
も
結

び
付
い
て
い
る
こ
と
は
無
論
で
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
既
に
社
会
人
で

あ
る
皆
様
方
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
揺
る
ぎ

な
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
あ
っ
て
こ
そ
の

お
陰
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
後
援

会
皆
様
の
ご
支
援
の
程
、
引
き
続
き

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
長
挨
拶�

理
事
長
・
学
長　

田
所　

忠
弘

総
会
・
役
員
会
報
告

積
極
的
に
生
き
る
意
欲
に
繋
が
る
「
食
」

ミニ講演会「ハーブのある暮らし・楽しみ方」
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学
友
会
活
動
報
告

学友会会長
食品学科
３年次生

緒方　耕大

　

今
年
度
、
学
友
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
食
品
学
科
三
年
次
生
の
緒
方

耕
大
で
す
。総
会
や
新
入
生
歓
迎
会
、

体
育
祭
、
大
学
祭
な
ど
の
学
友
会
の

活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
充
実
し
た
学

生
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
後
援
会
の
皆
様

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
令
和
七
年
は
巳
年
で
す
。
蛇
に
ち

な
み
し
な
や
か
な
発
想
と
成
長
の
年

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
物
事
を

柔
軟
に
考
え
、
仲
間
と
協
力
し
、
し

な
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
成
長
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
の
発
進
と
な
り
ま
す
。
管
理
栄

養
学
科
で
は
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
、
卒
業
研
究
な

ど
新
し
い
科
目
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
ら
選
択
し
て
地
域
と
か
か
わ
る

こ
と
で
今
ま
で
学
べ
な
い
多
く
の
こ

と
を
体
験
し
、
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
感

染
症
以
降
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
苦

手
に
な
っ
て
い
る
学
生
が
多
く
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
年
次
生
の
宿

泊
研
修
に
始
ま
り
仲
間
づ
く
り
、
体

育
祭
、
学
園
祭
を
通
じ
て
人
と
の
つ

な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

助
け
合
い
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い
き
成
長
に
つ
な
げ

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

管
理
栄
養
学
科

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
と
も
に

管
理
栄
養
学
科
長
　
宮
内
　
眞
弓

構
』、授
業
料
等
の
減
免
『
大
学
（
本

学
）』
夫
々
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
七
年
四
月
よ
り
、
多

子
世
帯
（
扶
養
す
る
子
ど
も
が
三
人

以
上
い
る
世
帯
）の
学
生
に
対
し
て
、

所
得
制
限
は
な
く
、
大
学
の
授
業

料
・
入
学
金
を
国
が
定
め
る
一
定
額

ま
で
無
償
化
（
全
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
す
る
制
度
が
開
始
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

各
種
制
度
等
に
関
す
る
詳
細
等

は
、
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
生
支

援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
修
学
支
援
新
制
度
や
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
に
関

す
る
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
修
学
支
援
新
制
度
・

　

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
直
近
の
主
な
活
動
報
告
〉

●
聖
栄
葛
飾
祭

　

令
和
六
年
十
一
月
九
～
十
日
に

て
、
聖
栄
葛
飾
祭
「
食
を
通
し
て
広

が
る
輪
～
食
の
道
標
～
」
を
テ
ー
マ

に
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
開
催
で
き

て
、
楽
し
い
時
間
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
学

生
自
ら
が

調
理
や
接

客
を
担
当

し
、
学
び

の
成
果
を

発
揮
す
る

場
に
も
な

り
ま
し
た
。

●
地
域
貢
献
活
動

　

毎
月
第
三
土
曜
日
に
、「
新
小
岩

駅
北
口
地
域
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

と
し
て
大

学
周
辺
等

の
清
掃
活

動
を
行
い
、

地
域
の
美

化
活
動
に

参
加
協
力

し
て
い
ま

す
。

●
学
長
と
の
意
見
交
換
会

　

令
和
六
年
十
二
月
十
日
に
意
見

交
換
会
を
実
施
し
、
学
長
や
先
生
方

と
学
生
が
意
見
を
交
わ
し
、
学
生
の

意
見
要
望
や
大
学
の
対
応
・
協
力
に

つ
い
て
お
話
で
き
る
機
会
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
が
よ
り
よ
い

環
境
に
つ
な
が
る
取
組
み
と
し
て

継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
友
会
一
同
、
充
実
し
た

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

意見交換会

　

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
等
の

高
等
教
育
に
お
け
る
「
授
業
料
や
入

学
金
の
減
免
」
及
び
「
給
付
型
奨
学

金
」（
日
本
学
生
支
援
機
構
）
に
よ

る
制
度
で
す
。

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
支
援
対

象
校
と
し
て
認
定
さ
れ
、「
授
業
料
・

入
学
金
の
一
部
減
免
と
給
付
型
奨
学

金
」
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
学
生
の
み

な
さ
ん
の
「
学
び
」
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

修
学
支
援
新
制
度
に
お
け
る
申
請

は
、
春
期
と
秋
期
に
行
っ
て
お
り
、

給
付
型
奨
学
金
『
日
本
学
生
支
援
機

大学祭新小岩駅北口清掃活動

高
等
教
育
の

　
　
修
学
支
援
新
制
度

https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/kyufu/index.
html

日本学生支援機構

https://www.mext.go.jp/a_
menu/koutou/hutankeigen/
index.htm

文部科学省



食 品 学 科
（公務員）
東京都中央区（技能Ⅲ）調理師

（研究・分析・開発・製造（食品・化学））
㈱伊豆フェルメンテ、㈱グルメ和光、壽
食品工業㈱、㈱サンデリカ、㈱シュクレイ、
ムラカワ㈱、ヤマサ醤油㈱

（調理/接客サービス）
㈱サイゼリヤ、㈱ジリオン、㈱人形町今半、
㈱ファーストリゾート、㈱ファイブグルー
プ、日本レストランシステム㈱

（営業・販売）
角上魚類ホールディングス㈱、㈱久世、
㈱成城石井、まいばすけっと㈱、㈱マル
ゼン

（その他）
アース製薬㈱、㈱東京ドームホテル

４年次生の主な就職内定先
管理栄養学科

（公務員）
東京都職員Ⅰ類（栄養士）、東京都職員Ⅱ
類（栄養士）、山梨県甲斐市（管理栄養士）

（病院/福祉）
（独）国立病院機構関東信越グループ、IMS
グループ、（学）国際医療福祉大学成田病院、

（医）若葉会 柿生記念病院、㈱リエイ

（受託給食会社）
エームサービス㈱、㈱グリーンハウス、コン
パスグループ・ジャパン㈱、シダックス㈱、
中央フードサービス㈱、日清医療食品㈱、
日本ゼネラルフード㈱、葉隠勇進㈱、
㈱フジランド、㈱ミールケア、㈱メフォス、
淀川食品㈱、㈱LEOC

（保育園）
AIAI Child Care㈱、㈱こどもの森、

（社福）東京児童協会、㈱日本保育サービス、
㈱藤江、㈱モード・プランニング・ジャパン

（薬局）
I&H㈱、㈱クリエイトエス・ディー、㈱南
山堂、㈱マツモトキヨシ
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令
和
六
年
度
の
聖
栄
葛
飾
祭
で
は

食
品
学
科
企
画
と
し
て
、ジ
ャ
ム
や
、

焼
き
菓
子
、
キ
ノ
コ
ご
は
ん
パ
ン
等

の
加
工
食
品
の
製
造
販
売
を
行
う
と

と
も
に
、
学
術
企
画
と
し
て
、
食
べ

て
味
を
評
価
す
る
食
品
官
能
評
価
の

体
験
会
を
開
催
し
、
来
場
者
に
味
覚

の
不
思
議
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で

の
サ
ー
ク
ル
企
画
に
よ
る
加
工
食
品

販
売
が
続
か
な
く
な
り
寂
し
い
と
い

う
声
と
、
よ
り
学
術
的
な
体
験
を
望

む
声
に
応
え
て
、
学
科
の
ゼ
ミ
で
の

学
修
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
両
企
画
と
も
こ
れ
ま
で
の
伝
統
が

な
か
っ
た
た
め
、
本
年
度
は
教
員
主

導
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
学

生
だ
け
に
よ
る
企
画
よ
り
も
質
の
高

い
も
の
を
実
施
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
な
伝
統
と
し
て
、
よ

り
質
の
高
い
学
生
企
画
が
実
施
で
き

る
よ
う
指
導
し
、
大
学
祭
を
実
践
的

な
学
修
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
品
学
科

新
た
な
伝
統
を

食
品
学
科
長
　
北
村
　
義
明

聖栄葛飾祭　食品学科企画　体験企画
「感覚の不思議な世界」へようこそ！　会場風景

聖栄葛飾祭　食品学科企画　加工食品製造販売
加工品（上）とレジを待つ長蛇の列（下）

●
三
年
次
生
の
就
職
支
援

　
令
和
七
年
二
月
十
二
・
十
三
日
・

十
四
日
に
、『
学
内
業
界
説
明
会
』

を
対
面
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
管

理
栄
養
士
職
採
用
企
業
か
ら
計
二
〇

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

就
職
活
動
状
況

社
、
食
品
関
係
企
業
か
ら
計
十
七
社

の
延
べ
三
十
七
社
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
は
、
直
接
人
事
担

当
者
か
ら
業
界
や
各
企
業
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
様
々
な
情
報
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
、
就
職
活
動
を

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
「
食
」
に
関
す
る
企
業
を
志
望
す
る

学
生
が
多
い
本
学
で
は
、
適
任
者
か
ら

の
指
導
・
助
言
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し

て
お
り
、
個
別
に
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面

で
の
面
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
就

職
活
動
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
職
員
が
連
携
し
、
学
生

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
就
職
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
四
年
次
生
の
就
職
内
定
状
況

　

令
和
六
年
度
卒
業
生
の
就
職
内
定

率
は
、
二
月
十
五
日
現
在
で
学
部
合

計
九
四
・
八
％
（
昨
年
同
日
九
三
・
〇

％
）
と
い
う
状
況
で
す
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
九
四
・
五

％
、
食
品
学
科
は
食
品
企
業
の
研

究
・
技
術
・
製
造
職
や
調
理
職
を
中

心
に
九
五
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
就
職
活

動
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

未
内
定
者
は
、
諦
め
ず
に
就
職
活
動

を
継
続
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食品学科

令
和
六
年
度
卒
業
予
定
者

　
内
定
先
職
種
別
グ
ラ
フ

（
二
月
十
五
日
現
在
）

管理栄養学科

営業・販売4.3％
一般事務2.9％

その他5.8％

調理・接客サービス8.7％

その他
11.6％

公務員9.6％

病院11.5％

福祉施設
3.8％

保育園7.7％

薬局
9.6％

受託給食会社
46.2％

管理栄養士・
栄養士職75.4％

研究・分析・
開発・製造2.9％

営業・販売
19.5％

その他
12.2％ 研究・分析・開発・製造

（食品・化学）22.0％

調理
36.6％一般事務

9.7％
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保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
令
和
六
年
十
月
十
二
日
（
土
）、

五
十
七
名
の
保
護
者
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
石
垣
由
美
子
後
援

会
長
、
小
林
陽
子
学
部
長
の
挨
拶
の

の
ち「
学
科
の
現
状
と
課
題（
報
告
）」

と
題
し
て
、
夫
々
の
学
科
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
に
学

科
、
学
年
別
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
、

大
学
で
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
、

国
家
試
験
対
策
、
家
庭
で
の
様
子
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
担
任
と
保
護
者

で
の
情
報
共
有
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

保護者会 全体会

レーザープリンター

学内業界企業説明会 学生食堂

令
和
六
年
度

保
護
者
会
報
告
に
つ
い
て

　

後
援
会
で
は
、
学
生
全
員
が
健
全

か
つ
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
毎
年
様
々
な
寄
贈
や
助
成
を

通
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
活
動
支
援
と
し
て
、
学
友

会
が
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
一
式
・

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
一
台
を
購
入
し
、

学
友
会
総
会
を
は
じ
め
と
し
た
学
生

が
主
催
と
す
る
行
事
を
運
営
で
き
る

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
が
安
く
、
美
味
し
く

学
生
食
堂
を
利
用
で
き
る
よ
う
運
営

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
支
援
と
し
て
、
食
品
や
栄
養

等
に
関
連
す
る
企
業
様
を
本
学
に
招

い
て
行
う
、
学
内
業
界
企
業
説
明
会

の
運
営
費
及
び
就
職
活
動
を
円
滑
に

進
め
る
為
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス

ト
（
学
生
自
身
が
客
観
的
に
適
性
等

を
知
る
機
会
）
の
受
験
料
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年度後援会役員紹介

会　　長 ４ＮＡ 石　垣　由美子

副 会 長 ４ＦＡ 齋　藤　美　幸

副 会 長 ３ＦＡ 緒　方　　　恵

副 会 長 ２ＮＢ 森　谷　浩　幸

会　　計 ４ＮＢ 鈴　木　英　明

会　　計 ３ＮＡ 浅　井　　　彩

会計監査 ４ＦＡ 須　藤　直　子

会計監査 ３ＦＢ 田　中　明　実

役　　員 ３ＮＢ 鈴　木　有　理

役　　員 ３ＮＢ 関　口　真紀子

役　　員 ３ＦＡ 片　岡　良　充

役　　員 ３ＦＢ 森　田　喜　衣

役　　員 ２ＮＡ 東　　　尚　美

役　　員 ２ＦＡ 市　川　久美子

役　　員 ２ＦＡ 奥　住　彩　子

役　　員 １ＮＡ 伊　藤　勝　規

役　　員 １ＮＡ 稲　垣　千　鶴

役　　員 １ＦＡ 佐　藤　叙　子

役　　員 １ＦＢ 竹　本　統　子

　
後
援
会
の
寄
贈

４月１日（火）学年開始

４月１日（火）入学式

３月28日（金）～４月３日（木）

� ガイダンス期間

４月４日（金）健康診断

４月５日（土）前期授業開始

５月23日（金）体育祭

５月31日（土）�

学園創立記念日（休校）

７月29日（火）前期授業修了

７月30日（水）定期試験開始

８月６日（水）夏期休暇開始

９月５日（金）前期成績発表

９月21日（日）夏期休暇終了

９月24日（水）後期授業開始

11月６日（木）・７日（金）大学祭準備�

11月８日（土）・９日（日）聖栄葛飾祭

11月10日（月）大学祭後片付（休講）

11月11日（火）・12日（水）代日休校

12月25日（木）授業終了

12月26日（金）冬期休暇開始

１月８日（木）冬期休暇終了

１月９日（金）授業再開

２月２日（月）後期授業修了

２月３日（火）定期試験開始

２月20日（金）後期成績発表

３月15日（日）卒業式

３月31日（火）学年終了
※学事日程は、変更する場合があります。

2025年度
学　年　暦学　年　暦


